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本
書
は
、
従
来
の
歴
史
研
究
に
お
い
て
、
支
配
者
や
有
力
者
と
比

較
し
て
あ
ま
り
光
を
当
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
奴
隷
や
現
地
人
妻

妾
、外
部
か
ら
の
移
住
者
や
彼
ら
か
ら
生
ま
れ
た
混
血
者
と
い
っ
た
、

異
な
る
世
界
や
社
会
間
の
交
流
を
仲
介
し
て
き
た
人
々
、
す
な
わ
ち

越
境
者
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
る
。
そ
の
議
論
は
、
地
域
で
は
ア
ジ

ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
、
時
代
で
は
古
代
か
ら

近
代
ま
で
非
常
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
通
じ
て
広
域

秩
序
と
地
元
秩
序
と
の
関
係
の
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
。

本
書
は
、
編
者
で
あ
る
弘
末
雅
士
に
よ
る
総
説
と
三
部
の
構
成
を
と

り
、
各
論
文
の
タ
イ
ト
ル
と
執
筆
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

総
説
　(

弘
末
雅
士)

第
一
部
　
前
近
代
に
お
け
る
隷
属
の
多
様
性
・
流
動
性
と
近
代
に
お

け
る
そ
の
変
容

　
序
　(

清
水
和
裕
・
貴
堂
嘉
之)

　
第
一
章
　「
古
代
地
中
海
世
界
に
お
け
る
奴
隷
」　(

高
橋
秀
樹)

　
第
二
章
　「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
奴
隷
」　(

清
水
和
裕)

第
三
章
　「
ポ
ル
ト
ガ
ル
海
洋
帝
国
に
お
け
る
奴
隷
」　(

疇
谷
憲

洋)

第
四
章
　「
奴
隷
解
放
と
人
種
主
義
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト

リ
ー
―
―
「
奴
隷
国
家
」
か
ら
「
移
民
国
家
」
へ
の
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
変
容
」　(

貴
堂
嘉
之)

第
五
章
　「
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
奴
隷
」
概
念
」　(

石
川

禎
浩)

第
二
部
　
広
域
秩
序
と
地
域
秩
序
の
仲
介
者

　
序
　(

荷
見
守
義)

　
第
六
章
　「「
宗
藩
の
海
」
と
被
虜
人
」　(

荷
見
守
義)

第
七
章
　「
文
禄
・
慶
長
役
の
後
に
朝
鮮
被
虜
人
と
刷
還
使
が
将

来
し
た
西
洋
情
報
」　(

鈴
木
信
昭)

第
八
章
　「「
四
つ
の
口
」
の
女
と
男
―
―
近
世
日
本
の
国
際
関
係

に
お
け
る
異
民
族
間
の
異
性
関
係
の
諸
相
」　(

荒
野
泰
典)

書
　
評

弘
末
雅
士
　

編

『
越
境
者
の
世
界
史
―
―
奴
隷
・
移
住
者
・
混
血
者
』

（
春
風
社
、
二
〇
一
三
年
）

久
礼
　
克
季
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第
九
章
　「
近
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
移
民

―
―
ノ
リ
ッ
ジ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
と
ワ
ロ
ン
人
」　(

唐
澤
達
之)

第
三
部
　
両
義
的
存
在
を
否
定
し
た
近
代
と
新
た
な
仲
介
者

　
序
　(

弘
末
雅
士)

第
一
〇
章
　「
一
九
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
マ
レ
ー
人
観

の
変
容
」　(

遠
藤
正
之)

第
一
一
章
　「
ト
リ
エ
ス
テ
に
お
け
る
民
族
分
化
―
―
超
民
族
都

市
か
ら
民
族
対
立
の
舞
台
へ
」　(

佐
々
木
洋
子)

第
一
二
章
　「
民ネ

イ

シ

ョ

ン

族
／
国
民
へ
の
帰
属
、
階
級
へ
の
帰
属
―
―
シ

カ
ゴ
の
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ィ
ッ
シ
ュ
教
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ー
グ

育
同
盟
」(

一
九
一
五

―
一
九
五
六)

の
歴
史
か
ら
」　(

土
田
映
子)

第
一
三
章
　「
二
〇
世
紀
前
半
期
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
現

地
人
妻
妾
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
と
男
女
関
係
」　(
弘
末
雅
士)

　
第
一
部
、
前
近
代
に
お
け
る
隷
属
の
多
様
性
・
流
動
性
と
近
代
に

お
け
る
そ
の
変
容
は
、
一
般
的
に
奴
隷
と
総
称
さ
れ
る
隷
属
的
存
在

と
な
っ
た
人
々
を
と
り
あ
げ
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
論
じ
る
。
高
橋

論
文
は
、「
奴
隷
制
社
会
」
と
い
わ
れ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ

世
界
の
奴
隷
を
検
討
し
、
当
時
彼
ら
の
使
役
状
況
は
大
き
く
変
動
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
奴
隷
の
あ
り
方
は
、
使

い
捨
て
の
道
具
と
さ
れ
る
者
か
ら
権
威
者
の
下
で
多
く
の
自
由
人
よ

り
遥
か
に
大
き
な
富
と
力
を
持
つ
者
ま
で
多
様
で
、
自
由
人
か
ら
奴

隷
に
な
る
こ
と
や
そ
の
逆
も
稀
で
は
な
か
っ
た
と
論
じ
る
。
清
水
論

文
は
、
中
東
・
西
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
に
お
け
る
奴
隷
を
と

り
あ
げ
、
古
代
地
中
海
世
界
の
奴
隷
制
を
継
承
し
た
同
社
会
に
お
い

て
奴
隷
が
家
事
労
働
を
は
じ
め
多
く
の
用
途
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ

と
、
ま
た
女
性
の
奴
隷
と
の
性
交
渉
を
通
じ
て
混
血
と
同
化
が
進
行

し
た
こ
と
を
論
じ
、
こ
れ
ら
奴
隷
の
隷
属
性
が
家
長
の
家
族
に
対
す

る
保
護
と
支
配
を
祖
型
と
し
て
展
開
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
疇
谷

論
文
は
、
一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
広
大
な
海
洋

帝
国
を
形
成
す
る
な
か
で
、
奴
隷
が
都
市
で
の
労
働
や
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
金
鉱
採
掘
と
い
っ
た
経
済
活
動
を
支
え
る
も
の
と
し
て
帝

国
内
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
し
、
こ
う
し
た
状
況
で
ア

フ
リ
カ
系
奴
隷
を
中
心
に
奴
隷
貿
易
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
特
に
大
西
洋
世
界
に
お
い
て
現
在
に
至
る
ま
で
奴
隷
制
度
の
影

響
が
残
っ
た
と
論
じ
る
。
貴
堂
論
文
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
一

方
で
は
万
人
平
等
の
啓
蒙
的
理
念
を
掲
げ
な
が
ら
他
方
で
奴
隷
制
を

抱
え
て
建
国
さ
れ
、
奴
隷
や
年
季
奉
公
人
と
い
っ
た
不
自
由
労
働
者

が
多
数
同
国
に
流
入
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
合
衆

国
が
南
北
戦
争
を
経
て
奴
隷
解
放
を
達
成
し
た
後
に
は
、
自
由
意
思

に
基
づ
く
移
民
の
み
を
受
け
入
れ
る
「
移
民
国
家
」
と
し
て
の
体
制

を
一
気
に
整
え
て
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
石
川
論
文
は
、
東
ア
ジ

ア
地
域
に
お
い
て
古
代
か
ら
存
在
し
た
奴
隷
と
い
う
語
が
、
近
代
に
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弘
末
雅
士
　

編
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境
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世
界
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血
者
』（
久
礼
）

入
る
と
西
洋
の
進
出
に
さ
ら
さ
れ
る
な
か
で
、
黒
人
奴
隷
、
さ
ら
に

は
精
神
的
隷
属
性
を
指
す
よ
う
に
変
化
し
、
自
ら
の
あ
り
方
を
「
奴

隷
根
性
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
批
判
し
な
が
ら
同
地
域
の
人
々
が

近
代
を
歩
ん
で
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
二
部
の
広
域
秩
序
と
地
域
秩
序
の
仲
介
者
は
、
国
民
国
家
形
成

以
前
お
よ
び
そ
の
過
渡
期
に
お
い
て
広
域
秩
序
と
地
域
秩
序
と
を
仲

介
し
た
被
虜
人
、
漂
流
民
、
商
人
、
移
民
、
使
節
ら
を
と
り
あ
げ
る
。

荷
見
論
文
は
、
明
朝
が
海
防
力
を
強
化
し
宗
藩
体
制
を
施
行
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
後
期
倭
寇
の
時
代
を
中
心
に
沿
岸
民
が
連
れ
去
ら
れ

た
こ
と
で
被
虜
民(

漂
流
民)

が
発
生
し
た
こ
と
指
摘
し
、
特
に
中

国
と
朝
鮮
の
間
で
行
わ
れ
た
被
虜
民
の
送
還
が
、
両
王
朝
の
宗
藩
関

係
を
確
認
す
る
儀
式
で
あ
る
と
と
も
に
、
王
朝
が
彼
ら
の
持
つ
情
報

を
引
き
出
す
役
割
を
持
っ
て
い
た
と
論
じ
る
。
鈴
木
論
文
は
、
一
六

世
紀
末
の
文
禄
・
慶
長
の
役
を
契
機
と
し
て
日
本
に
渡
っ
た
後
に
帰

国
し
た
被
虜
人
が
そ
れ
ま
で
朝
鮮
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
西
洋
の
情
報

を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
ま
た
朝
鮮
か
ら
明
朝(

後
に
は
清
朝)
に
派

遣
さ
れ
た
使
節
に
よ
っ
て
「
紅
夷
」
と
呼
ば
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
情

報
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
と
し
た
う
え
で
、
し
か
し
両
者
の
情
報
は

総
合
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
る
。
荒
野

論
文
は
、近
世
日
本
に
お
い
て
国
際
関
係
が
営
ま
れ
た
「
四
つ
の
口
」

(

長
崎
・
対
馬
・
薩
摩
・
松
前)

の
う
ち
特
に
長
崎
口
と
平
戸
に
お

け
る
一
六
三
〇
年
代
以
前
と
そ
れ
以
後
の
異
民
族
間
の
男
女
関
係
を

比
較
し
、
徳
川
政
権
が
後
者
の
時
代
に
行
っ
た
海
禁
政
策
強
化
を
通

じ
て
、
外
国
人
男
性
の
長
期
滞
在
者
の
排
除
や
外
国
人
男
性
と
日
本

女
性
と
の
関
係
禁
止
、
混
血
者
の
排
除
と
い
っ
た
性
関
係
の
管
理
を

行
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
唐
澤
論
文
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
東
部
の

都
市
ノ
リ
ッ
ジ
が
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
に
オ
ラ
ン

ダ
人
と
ワ
ロ
ン
人
移
民
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
衰
退
に
直
面
し
て
い

た
毛
織
物
工
業
の
復
活
に
成
功
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
う
え

で
、
同
地
の
外
国
人
教
会
を
通
じ
た
移
民
管
理
に
よ
っ
て
、
移
民
は
、

出
身
地
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
な
が
ら
教
会
を
拠
点
と
し
た
独
自

の
社
会
集
団
を
形
成
し
て
移
住
先
の
社
会
と
も
共
存
し
、
後
に
い
ず

れ
か
の
社
会
へ
と
選
択
的
に
統
合
し
て
い
っ
た
と
述
べ
る
。

　
第
三
部
、
両
義
的
存
在
を
否
定
し
た
近
代
と
新
た
な
仲
介
者
は
、

前
近
代
に
お
い
て
仲
介
役
・
媒
介
役
を
担
っ
て
き
た
人
々
の
、
近
代

諸
概
念
に
と
も
な
う
広
域
的
な
変
化
の
な
か
で
の
変
容
を
と
り
あ
げ

る
。
遠
藤
論
文
は
、
一
六
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
前
半
ま
で
の
時
期
に

お
い
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
マ
レ
ー
半
島
お
よ
び
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
域
と
結

び
付
け
、
華
人
商
人
と
の
間
で
中
継
貿
易
を
行
っ
た
マ
レ
ー
人
の
役

割
が
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
保
護

国
化
と
仏
領
コ
ー
チ
シ
ナ
の
形
成
に
と
も
な
い
メ
コ
ン
川
交
通
が
重

視
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
低
下
し
た
こ
と
、
そ
の
一
方
で
メ
コ
ン
川

流
域
に
入
植
し
た
チ
ャ
ム
人
の
存
在
が
同
時
期
以
降
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
佐
々
木
論
文
は
、
そ
れ
ま
で
超
民
族
的
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な
社
会
を
形
成
し
て
き
た
海
港
都
市
ト
リ
エ
ス
テ
に
お
い
て
、
一
九

世
紀
の
イ
タ
リ
ア
王
国
成
立
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重

帝
国
形
成
に
と
も
な
う
民
族
平
等
政
策
、
ま
た
ト
リ
エ
ス
テ
の
経
済

発
展
に
よ
る
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
地
域
か
ら
の
移
住
者
流
入
の
結
果
、

当
時
議
会
の
多
数
派
だ
っ
た
イ
タ
リ
ア
系
住
民
と
そ
う
で
は
な
い
ス

ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
系
住
民
と
の
対
立
が
先
鋭
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。
土
田
論
文
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
に
か
け
て

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
シ
カ
ゴ
に
多
数
流
入
し
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
系
だ
か

ら
こ
そ
よ
き
ア
メ
リ
カ
人
た
り
得
る
」
と
い
う
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ィ
ッ

シ
ュ
・
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
の
主
張
を
唱
え
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
系

移
民
が
、
合
衆
国
の
第
一
次
世
界
大
戦
参
戦
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
化
へ

の
圧
力
や
彼
ら
の
子
孫
に
よ
る
同
国
の
大
衆
文
化
享
受
を
通
じ
て
、

ア
メ
リ
カ
の
国
民
集
団
へ
の
帰
属
意
識
の
中
へ
回
収
さ
れ
て
い
っ
た

こ
と
を
述
べ
る
。
弘
末
論
文
は
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド(

イ
ン
ド

ネ
シ
ア)

に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
男
性
と
同
棲
し
外
来
者
に
そ
の

地
の
言
語
や
慣
習
を
教
え
、
ニ
ャ
イ(

ね
え
さ
ん)

と
尊
称
で
呼
ば

れ
た
現
地
人
妻
妾
が
、
植
民
地
体
制
の
確
立
に
と
も
な
う
人
種
的
差

異
の
強
調
と
そ
れ
に
対
抗
し
た
民
族
主
義
運
動
台
頭
と
と
も
に
周
縁

化
さ
れ
た
一
方
、
二
〇
世
紀
前
半
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
男
性
と
現
地

人
女
性
と
の
自
由
恋
愛
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
男
女
関
係
が
生
ま

れ
、
両
者
の
同
棲
は
後
退
せ
ず
「
混
血
婚
」
は
む
し
ろ
増
加
し
た
こ

と
を
指
摘
す
る
。

　
本
書
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
至
る
ま
で
長
期
間
か
つ
全
世
界
的
規
模
に
わ
た
る
越
境

者
の
置
か
れ
た
状
況
を
俯
瞰
し
て
い
る
こ
と
が
、
大
き
な
特
徴
と

な
っ
て
い
る
。
上
記
の
通
り
異
な
る
時
代
や
地
域
を
扱
っ
た
一
三
本

の
論
考
で
構
成
さ
れ
て
い
る
本
書
で
あ
る
が
、
各
論
文
で
議
論
さ
れ

る
内
容
は
互
い
に
密
接
に
連
関
し
て
い
る
。
加
え
て
本
書
で
は
、
主

題
と
な
る
奴
隷
や
移
住
者
、
混
血
者
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
検

討
を
行
う
こ
と
で
、
彼
ら
の
果
た
し
た
役
割
や
社
会
に
お
け
る
位
置

づ
け
の
変
遷
が
明
確
に
さ
れ
る
。
例
え
ば
奴
隷
に
か
ん
し
て
は
、
奴

隷
に
も
自
由
人
に
も
な
り
え
る
存
在
だ
っ
た
と
い
え
る
被
虜
人
を
含

め
る
と
、
高
橋
論
文
、
清
水
論
文
、
疇
谷
論
文
、
貴
堂
論
文
、
石
川

論
文
、
荷
見
論
文
、
鈴
木
論
文
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、

古
代
地
中
海
世
界
や
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
を
は
じ
め
、
近
代
以
前
に
は

隷
属
性
に
関
し
て
自
由
人
と
の
間
に
多
様
な
関
係
が
あ
り
流
動
性
も

高
か
っ
た
奴
隷
が
、
一
六
世
紀
以
降
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
る
ア
フ
リ

カ
系
を
中
心
と
す
る
奴
隷
貿
易
が
展
開
す
る
な
か
で
特
に
大
西
洋
世

界
に
お
い
て
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
差
別
や
統
制
の
対
象
と

な
り
始
め
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
中
葉
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

で
自
由
人(

白
人)

と
奴
隷
と
い
う
身
分
制
が
定
着
し
て
い
っ
た
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
こ
れ
に
と
も
な
い
、
近
代
以
降
の
東
ア
ジ

ア
で
は
、
奴
隷
と
い
う
言
葉
に
精
神
的
隷
属
性
と
の
意
味
が
付
与
さ
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弘
末
雅
士
　

編
『
越
境
者
の
世
界
史
―
―
奴
隷
・
移
住
者
・
混
血
者
』（
久
礼
）

れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
を
見
る
と
、
我
々
の
連

想
す
る
奴
隷
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ま
さ
に
近
代
以
降
に
つ
く
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
移
住
者
や
混
血
者
に
か
ん
し
て
は
、
鈴
木
論
文
、
荒
野
論

文
、
唐
澤
論
文
、
遠
藤
論
文
、
佐
々
木
論
文
、
土
田
論
文
、
弘
末
論

文
で
述
べ
ら
れ
、
奴
隷
を
と
り
あ
げ
た
清
水
論
文
や
荷
見
論
文
で
も

言
及
さ
れ
て
い
る
。
各
論
文
の
議
論
か
ら
、
近
代
以
前
の
移
住
者

が
、
出
身
地
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
移
住
先
の
地
域
社
会
で

も
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
混
血
者
に
つ
い
て

は
、
近
世
以
前
に
は
奴
隷
と
自
由
民
と
の
間
に
生
ま
れ
た
混
血
者
も

多
数
存
在
し
て
い
た
。
特
に
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
は
、
奴
隷
女
性
が

主
人
と
の
間
で
出
産
し
た
子
が
認
知
さ
れ
る
と
子
は
自
由
身
分
と
な

り
奴
隷
女
性
も
主
人
の
死
去
の
際
に
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
約
束
さ
れ

る
ウ
ン
ム
・
ワ
ラ
ド(

子
の
母)

と
い
う
制
度
が
存
在
し
、
混
血
者

は
比
較
的
容
易
に
地
域
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
移
住

者
や
混
血
者
は
、
近
世
以
降
、
地
域
社
会
に
お
い
て
よ
り
重
視
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
被
虜
者
は
、
そ
の
送
還
を
通
じ
て
王
朝

の
宗
藩
関
係
確
認
や
他
地
域
の
情
報
を
得
る
た
め
に
重
要
な
存
在
と

な
っ
た
。
ま
た
、
一
六
三
〇
年
代
ま
で
の
日
本
で
は
、
朝
鮮
の
被
虜

人
や
技
能
を
持
っ
た
華
人
移
住
者
が
、
新
た
な
技
術
を
導
入
し
て
い

た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ノ
リ
ッ
ジ
へ
移
住
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
や
ワ
ロ

ン
人
も
こ
れ
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。さ
ら
に
、

一
九
世
紀
ま
で
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
マ
レ
ー
人
が
同
地
域
の
貿
易

を
行
う
上
で
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
特
に
近

代
以
降
民
族
主
義
が
展
開
す
る
な
か
で
、
両
義
性
を
持
っ
た
移
住
者

や
混
血
者
に
圧
力
が
か
か
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

マ
レ
ー
人
は
同
地
域
で
周
縁
化
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
人
の
多
く
は
合
衆
国
へ
同
化
し
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
現

地
人
妻
妾
は
近
代
以
前
の
よ
う
な
仲
介
者
と
し
て
の
重
要
性
が
語
ら

れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
近
代
に
対
し
て
新
た
な
視
点
を
提
示
し
て
い
る
と
い
う

点
で
、
非
常
に
大
き
な
意
義
を
持
つ
。
従
来
の
研
究
で
は
、
そ
れ
ま

で
地
域
社
会
と
広
域
社
会
と
の
仲
介
役
を
担
っ
て
き
た
特
に
移
住

者
、
混
血
者
が
、
近
代
で
は
民
族
主
義
運
動
の
展
開
や
国
民
国
家
の

成
立
に
と
も
な
い
地
域
社
会
へ
同
化
も
し
く
は
同
社
会
か
ら
の
排
除

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
最
終

章
で
弘
末
が
提
示
し
た
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド

に
お
い
て
、
出
版
資
本
主
義
の
発
展
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義

が
展
開
し
た
一
方
で
自
由
恋
愛
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
男
女
関
係

の
言
説
が
展
開
し
た
結
果
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
男
性
と
現
地
人
女
性
と
の

婚
姻
は
む
し
ろ
増
加
し
た
と
い
う
事
例
は
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
て
い

た
移
住
者
、
混
血
者
と
移
住
先
の
住
民
と
の
関
係
が
、
近
代
に
入
っ

て
も
意
味
づ
け
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
継
続
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
同
氏
の
指
摘
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
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究
で
は
描
き
出
せ
な
か
っ
た
近
代
の
一
面
を
新
た
に
示
し
て
お
り
、

今
後
の
近
代
史
に
か
ん
す
る
研
究
に
大
き
な
可
能
性
を
与
え
る
と
い

え
よ
う
。

　
他
方
で
本
書
に
は
、
非
常
に
惜
し
ま
れ
る
点
も
あ
る
。
そ
れ
は
、

特
に
総
説
に
お
い
て
越
境
者
を
め
ぐ
る
近
世
の
重
要
性
が
十
分
に
示

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
各
章
で
議
論
さ
れ
た
奴
隷
、
移
住

者
、
混
血
者
の
地
域
社
会
に
お
け
る
状
況
の
変
遷
を
見
る
と
、
彼
ら

が
置
か
れ
た
状
況
は
、
近
世
か
ら
次
第
に
変
化
し
始
め
た
こ
と
が
わ

か
る
。
地
域
社
会
に
お
け
る
奴
隷
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
化
は
一
六
世
紀

に
大
西
洋
地
域
へ
と
送
ら
れ
た
ア
フ
リ
カ
系
奴
隷
か
ら
顕
著
と
な
り

始
め
た
。
ま
た
、
移
住
者
や
混
血
者
に
つ
い
て
は
、
一
六
三
〇
年
代

以
降
の
日
本
で
、
徳
川
政
権
に
よ
る
海
禁
強
化
を
通
じ
た
彼
ら
に
対

す
る
同
化
か
排
除
か
へ
向
け
た
圧
力
が
い
ち
早
く
見
ら
れ
た
。
他
方

で
近
世
で
は
、
上
述
し
た
一
六
三
〇
年
代
以
前
の
日
本
や
朝
鮮
の
よ

う
に
、
被
虜
者
や
移
住
者
が
情
報
伝
達
や
技
術
導
入
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
ノ
リ
ッ
ジ
で
も
同

様
な
状
況
が
見
ら
れ
、同
地
で
は
同
化
も
彼
ら
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
事
例
を
考
え
る
と
、
近
世
は
、
越
境
者
を
重
要
視
し
自
由

に
活
動
さ
せ
た
一
方
で
、
彼
ら
に
対
す
る
政
権
や
地
域
社
会
か
ら
の

統
制
も
始
ま
っ
た
時
期
と
い
え
、
そ
の
意
味
で
、
近
世
は
越
境
者
に

か
ん
し
て
近
代
に
向
け
て
の
出
発
点
と
な
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
総
説
で
は
、
越
境
者
の
置
か
れ
た
状
況
の
変
容
は
近
代

以
降
に
展
開
し
た
と
し
て
い
る
が
、
近
世
に
は
既
に
そ
の
萌
芽
が
生

じ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
た
う
え
で
、
議
論
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
本
書
の
議
論
は
、
更
に
深
く
興
味
深

い
も
の
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
本
書
が
示
し
た
越
境
者
に
焦
点
を
当
て
た
議
論
は
、
今

日
注
目
さ
れ
て
い
る
、
境
界
を
越
え
、
境
界
に
と
ら
わ
れ
な
い
人
々

の
活
動
に
つ
い
て
、
歴
史
学
か
ら
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
こ
の
示
唆
の
重
要
性
は
、
歴
史
上
だ

け
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。
第
一
部
の
序
で
貴
堂
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
例
え
ば
売
春
は
性
的
奴
隷
制
な
の
か
、
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
る

正
当
な
労
働
な
の
か
と
い
っ
た
、
奴
隷
と
自
由
、
隷
属
と
自
由
意
思

の
境
界
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
現
在
に
ま
で
関
わ
る
極
め
て
重
要
な
も

の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
も
、
こ
の
分
野
に
関
す
る
研

究
の
可
能
性
は
非
常
に
大
き
い
。
今
後
の
研
究
の
進
展
に
期
待
し
た

い
。

（
本
学
ア
ジ
ア
地
域
研
究
所
特
任
研
究
員
）


